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長田区小学校における児童の学力向上に向けた授業改善 

 
山下敦子１） 

 

本研究は、長田区の小学校における授業の改善と学力の向上を図ることを目的としてい

る。近年、公立小学校では大量退職・大量採用の影響もあり教員集団の年齢構成が若くなっ

てきている。それに伴い、ベテラン教員の指導技術や授業方法が若手教員に伝達、伝承され

にくいという傾向が高まってきている。このような状況が教員の授業力の低下を招き、児童

の学力低下につながることも懸念されている。 

 筆者は、2017 年より長田区小学校において教員研修会の実施や授業への助言等を行い授

業改善の方向性について共通理解を図ってきている。さらに、授業相談や若手教員と筆者に

よる指導案検討を通じて授業の改善策を立案し、実践を行っている。授業改善の主眼は、児

童が主体的に学ぶ「言語活動」の設定と対話的活動を活性化する「発問」の工夫である。こ

のような授業改善を行うことにより、児童の「学びに向かう力」を育成し、主体的・対話的

で深い学びの実現をめざしている。 

 本発表では、若手教員の授業を分析し、課題点を整理する。そして授業の改善例とその成

果について報告する。また、筆者が関わる他都市における授業改善と学力向上への取り組み

についても取り上げ、研究の方向性を明らかにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 教育学部こども教育学科 
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